
町立病院からのお知らせ
問　和水町立病院　　☎0968・86・3105 学校の話題 町内小中学校の様子をお知らせするため、

定期的に掲載を行っています。

　2024年10月１日から65歳以上の方を対象と
して新型コロナワクチンの定期接種が始まります。
　また、60歳から64歳で心臓、腎臓又は呼吸器
の機能に障害があり、身の回りの生活が極度に
制限される方、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）
による免疫の機能に障害があり、日常生活がほ
とんど不可能な方も対象になります。

　新型コロナワクチンには、重症化予防効果等
があることが確認されています。

　全額公費による接種は令和６年３月末で終了
し、各自治体において設定した自己負担額がか
かります。

　接種を受ける努力義務や自治体からの接種勧
奨の規定はありません。令和６年４月１日以降
に定期接種以外で接種を希望される方には、任
意接種として、自費で接種を受けていただくこ
とになります。

　慢性的な病気のある方もワクチン接種ができ
る場合が多いですが、病気が悪化しているとき

には避けた方がよいと考えられます。また、か
かっている病気によっては、注意した方がよい
点があります。
　慢性的な病気のある方もワクチンを接種でき
る場合が多く、むしろ、コロナウイルスに感染
した場合、重症化するリスクが他の⽅よりも⾼
いため、接種のメリットが大きいと考えられま
す。一方、ワクチン接種は体調のよいときに受
けるのが基本ですので、病状が悪化していたり、
全身が衰弱していたりする場合は避けた方がよ
いと考えられます。かかっている病気によって
は、注意した方がよい点がありますので、あら
かじめ主治医と相談しましょう。

　ふれあい会は、健康に興味のある人や血糖値
が気になる人など自分の身体と向き合う機会を
つくる為に、当院が行っている行事です。
　今回、第３回目の行事としてウォーキングを
行う事になりました。
　初めての方も、以前参加して頂いた方も楽し
みながら健康について考えて行きましょう。ま
だまだ暑い日が続いているので、熱中症対策を
しっかりしていきましょう。

＊興味のある方は、和水町立病院まで連絡をお
願いします。（0968・86・3105）

日　時：10月20日日（雨天中止）
場　所：肥後民家村
定　員：15名（先着順）
申し込み期間：10月１日火～10月11日金
参加費：無料
準備物：�飲み物、帽子、タオル、運動靴、
　　　　動きやすい服装
内　容：肥後民家村を楽しく散策しましょう
　　　　９時　　	 病院集合　血糖測定
　　　　９時30分	 病院出発（ケアバス）
　　　　９時40分	 肥後民家村到着
　　　　　　　　 	 散策開始
　　　　11時　　	 現地出発
　　　　　　　　	 病院へ到着後に血糖測定
　　　　11時30分	 解散

新型コロナワクチン接種について　 薬剤科 

〈三加和小学校〉

〈菊水小学校〉

　三加和小学校６年生は、若年技能者人材育成支
援等事業『ものづくりの魅力』講座を行いました。
菊池市で和菓子店を営んでおられる中原さんから
和菓子の歴史や道具の使い方など教えていただき
ました。数種類の餡子と専用の道具を使って、桜
の花形の和菓子や本物のみかんそっくりの和菓子
を作りました。短い時間でしたが、ものづくりの
プロから伝授された技を使って子供たちは見事な
和菓子を作り上げることができ、とても満足した
様子でした。ご多用の中に、貴重な体験をさせて
いただいたことに感謝いたします。
　また、２年生は、生活科の町探検で三加和公民
館と緑郵便局に行きました。目的地まで安全に歩

くことができるように、４名の地域の見守りボラ
ンティアの方々にもお世話になりました。まず、
公民館の方に、どんな部屋があるのかを教えてい
ただきました。図書室では、子供たちの大好きな
絵本や小説など、様々な本が並んでいました。子
供たちは、本を２階に上げるための小さなエレベー
ターがあることにも驚いていました。緑郵便局で
は、一日の郵便や全国のポストの数など、熱心に
質問していました。最後に局長さんが、『郵便局の
ひみつ』についてクイズ形式で質問してくださり、
楽しく学ぶことができました。分かりやすい資料
もいただき、振り返りや学習のまとめにも役立ち
ました。� 作者：三加和小学校　校長　福山　尚美

「～多様な人々との関わりを通して～」

　７月の梅雨の晴れ間の朝、とてもうれしいこと
がありました。竹ほうきで学校の西門付近を掃除
していました。すると、左手の皮が少しむけてし
まったのです。登校してきた児童にそのことを話
すと、一人の６年生の女子児童がランドセルから
絆創膏を取り出し、私に渡してくれたのです。そ
の子は、私が絆創膏を左手に貼り終わるのを見届
けて、校舎に入っていきました。人を思いやるこ
とができる子どもたちが育っていることを感じて、
とても気持ちのよい一日のスタートになりました。
　「思いやりの心」について考えていると、一人の
生徒のことを思い出しました。私が以前勤務して
いた中学校の耳が不自由な女子生徒のことです。
その生徒は、ことばは話し手の口形を読み取って
判断していました。私たち教師は、必ず子どもた
ちの方を向いて授業をしていました。しかし、そ
の子もすべてを理解できるわけではありません。
口形だけでは判断できないことばもあるのです（例
えば、「たまご」と「たばこ」の口形は同じ）。そ

のため、学級の友達の大きな
支援がありました。文字を書
いて、伝えてくれていたので
す。
　彼女は中学校卒業後、普通高校に進学しました。
そして３年後、彼女が高校を卒業したというニュー
スが伝わってきました。卒業式の時、校長先生が
彼女を３年間支え続けた友達の一人を表彰された
というのです。耳が不自由であるという困難を乗
り越え、３年間の高校生活を全うした彼女の努力
もすばらしいが、その彼女を３年間支え続けてく
れた友達がいたということを知ることができ感動
したのです。自分のことだけでも大変だったはず
なのに、友達のために行動できる高校生がいたこ
とに感動しました。
　『だれかの笑顔のために』を菊水小学校のキーワー
ドとしています。菊水小の子どもたちが、だれか
の笑顔のために行動できる人に育ってほしいと願っ
ています。� 作者：菊水小学校　校長　井上　雄治

「思いやりの心」　

ふれあい会よりお知らせ
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